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要約
　近年、日本の障害者就労は雇用の増進に向け、大きく変わり始めている。それに伴い、
障害者就労支援も様々な福祉的サービスの展開や法制度の確立、改正等が進んでいる。
本論は、精神障害者の就労支援の新たな取り組みとして、自身の身体感覚や感情、コミ
ュニケーション等への気づきの促進を目的とし、フォーカシング指向アートセラピ （ー以
降、FOAT）をプログラムに導入した実践を報告するものである。プログラムは月に数
回、毎週および隔週で実施した。本論では、就労移行支援事業所を行っている一般社団
法人リエンゲージメント（以下、当社）を卒業・退所した利用者のうち 11 名について報
告する。11 名の事例から、精神障害者に対しての FOAT の有用性を検討した。事例検
討から、精神障害者に共通する特徴や傾向が認められた。FOAT を取り入れたことで、
①感情鈍麻・感覚鈍麻への働きかけに有用、② FOAT を通して自身の生きざまの様々な
変化を自他ともに感じることができる、③アート作品を振り返ることで利用者自身が自
分の状態や変化をとらえることができる、④表現を通して満たされる感覚・カタルシス、
⑤コミュニケーションの幅を広げる可能性の 5 点の有効性があることが考えられた。
キーワード：精神障害、カンバセーション・ドローイング、 
体験過程流コラージュワーク、手のワーク、こころの天気
Ⅰ．はじめに
　近年、日本の障害者就労は雇用の増進に向け、
大きく変わり始めている。平成 28 年 4 月、障
害者の雇用の促進等に関する法律（厚生労働省，
2013；以降、障害者雇用促進法）が改正された。
この法律により、一般企業や公的機関において
障害者の雇用・確保が義務付けられ、雇用して
いる障害者に対し「当該障害者の障害の特性に
配慮した必要な措置」を講じることとなった（第
36 条の 2）。
　障害者雇用促進法では、精神障害者の雇用も
義務化されることとなった。厚生労働省（2015）
によると、民間企業で働く精神障害者は 34,637
人であり、これは入院中でない日本全体の精神
障害者の 1.7％が該当する。また、精神障害者
の法定雇用率を満たしていない企業は 65.3％、
そのうち一人も雇用していない企業は 59.4％で
あり、多くの企業が精神障害者の雇用に消極的
である傾向がみられる。これには精神障害者の
雇用の中で問題視されている長期就労定着の難
しさが影響していると考えられている。障害者
実践報告
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職業総合センター（2014）によると、平成 20
年 7 月から 10 月の期間に就労した精神障害者
の平成 24 年での就労定着率は、継続中が 52.5
％、離職中が 43.4％、不明が 4.0％だった。こ
の現状が精神障害者の雇用が難しいといわれる
一つの所以ともなっている。
　この状況を打開するため、現在の日本におけ
る障害者の就労支援は様々な福祉的サービスの
展開や法制度の確立、改正等を行っている。厚
生労働省（2017）によると、日本全体の就労移
行支援事業所は平成 28 年現在で 3,323 箇所が
存在する。中でも精神障害者の利用数は年々増
加しており、就労移行支援事業所の利用者数は
平成 20 年度から 4 倍以上に増加している。多
くの障害者支援機関で就労定着支援に力を入れ
る傾向が強まっていることがうかがえる。
　精神障害者の就労支援上の問題として、彼ら
が症状や障害により自身の感覚や感情が鈍磨し
ていたり、気づきにくい状態になっていたりす
ることが挙げられる。これによって、長期の就
労定着を難しくさせていることが考えられる。
このように、精神障害者の長期就労定着のため
にはメンタルヘルス上の安定が必要であり、自
身の感覚や感情に気づけるよう支援することが
求められる。本論では、その支援の一つとして
フォーカシング指向アートセラピ （ーRappaport，
2009/2009）（以下、FOAT）を取り入れたプロ
グラムの実践を報告し、精神障害者の就労移行
支援に対する FOAT の適用可能性について検
討する。
Ⅱ．フォーカシング指向アートセラピー
　FOAT は Rappaport, L.（2009/2009）によっ
て考案された、表現アートセラピーとフォーカシ
ングを融合させたアプローチである。Rappaport
は表現アートセラピーの Rogers, N. と交流があ
り、Rappaport 自身 30 年間表現アートセラピス
トとして活動する一方で、フォーカシングを発見
したGendlin, E. T.に師事していた。Rappaport
は「臨床の仕事のさまざまな側面にフォーカシ
ングを統合」（ Rappaport，2009，邦訳 p.7 ）
し、FOAT という一体化した理論的アプローチ
として位置付けた。FOAT はその実践が表現ア
ートセラピーと類似する部分が多く区別がつき
にくいが、矢野（2016）はフェルトセンスの観
点から両者の違いを指摘している。Rappaport
（2009）は精神科デイケアでの取り組みも報告
しており、「気持ちの表現」（邦訳 p.82）やカ
ンバセーション・ドローイング（邦訳 p.85；以
下、Conv-D）、ストレスマネジメントをテーマ
とした 12 週のプログラムを取り上げている。
　ところで、Rappaport は何度か来日しワーク
ショップを開催している。池見ら（2012）はそ
の内容を報告しており、手のワークや Conv-D、
アートの振り返りのツールとしてジャーナリン
グなどを取り上げている。また、日本ではフォ
ーカシングとアートを統合した取り組みが盛ん
であり、こころの天気（土江、2008）や体験過
程流コラージュワーク（Ikemi et al., 2007；矢
野，2010；以下、ECW）など独自の方法が考
案されている。
Ⅲ．プログラムの概要
　プログラムは就労移行支援事業所を行ってい
る一般社団法人リエンゲージメント（以下、当
社）の横浜事業所で実施した。就労移行支援事
業所は、就労を希望する者が就労に必要な知識
や技術を身に着け、それぞれの持つ能力の向上
を目的とした訓練を受け、就労及び就労先での
定着を目指すことを支援する機関である。プロ
グラムは月に数回、毎週および隔週で実施した。
なお、プログラムは当社に通い始めた時点から
参加することが可能で、卒業するまでに回数制
限なく受けられる。但し、同時並行でその他の
心理プログラムが行われていることもあるため、
全員が同回数を受けられるわけではない。
　本論では、当社を卒業・退所した利用者のう
ち 11 名についての体験報告を行う。各参加者
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の内訳を Table 1 に示す（年齢は初回時）。プ
ログラムでは、アートのためのウォーミングア
ップエクササイズ（池見ら，2012）、フェルト
センスの描写（池見ら，2012）を必ず実施し、
その後にConv-Dや手のワーク（池見ら，2012）、
こころの天気（土江、2008）、ランチボックス
フォーカシング（森川，2015）、クレパス画フォ
ーカシング（森川，2015）、ECW 等のワークを
取り入れた。以降ではワークの写真を交えなが
ら、フェルトセンスの描写（Figure 1）、Conv-D
（Figure 2）、こころの天気（Figure 3）、手の
ワーク（Figure 4）、ECW（Figure 5）におけ
る参加者のプロセスを示す（各図において写真
が一事例に複数枚ある場合は左から右へ時系列
で並べた）。
Ⅳ．アート体験のプロセス
①　フェルトセンスの描写（Figure 1）
　フェルトセンスの描写（池見ら，2012）では、
自身がからだで感じている感覚や言葉になりに
くい暗在的な質感であるフェルトセンスを、色
や線、形で表現していく。これは描く行為を通
して自身のフェルトセンスを感じとることにも
繋がる。一方で、描写したものからフェルトセ
ンスが生まれたり、表現されたものと状態との
掛け合わせ（池見（2016）の“交差”）による
体験の推進がなされ、自己の理解や発見のツー
ルとして有効である。
　参加者にはまず、リラックスした姿勢をとっ
てもらい、呼吸法を行った。その後、支援者の
教示で、自身の内側にどのような感覚があるか
に目を向けていき、ある程度のイメージが明確
化されたところで、個々人のペースで描写を進
めた。
　A さんのプロセスにはフェルトセンスの大き
な変化が見られた。当初は明るく楽しく絵を描
いて参加していた。しかし、対人関係の問題な
どが出てくるようになると、自身の好きなもの、
憧れるもの（花や海等）と嫌なもの（モヤモヤ
した絵）との分離を絵に描くようになっていっ
た。その後もしばらくは類似した絵を描き続け
ていたが、一年程度経過したところで、感情が
統合する（自身の問題に向き合う、集中する）
ような様子が見られ、鳥を描くなどの変化が見
られた。最後の家の絵だけは、「なぜ描いたのか
（自分でも）わからない」「でも嫌なような感じ
はする」と話した。A さんは通所当初から家族
のトラブルを訴えることが多く、A さんの絵か
ら初めてそれが顕在化したと推察される。
　B さんは最初、FOAT の実施についてなかな
か難しいと話したが、次第に自身の身体感覚な
Table 1　参加者の内訳
対象者 年齢
A
診断名
30代前半
B
双極性障害Ⅱ型
C
躁うつ病40代前半
40代前半
D
パニック障害
20代前半
E
F
うつ病30代前半
回避性パーソナリティ障害
30代後半
G 30代前半
自閉症スペクトラム障害、うつ病
H 30代前半
I
双極性障害Ⅰ型
注意欠陥多動性障害、双極性障害Ⅱ型
J
うつ病30代前半
30代前半
K
自閉症スペクトラム障害、うつ病
適応障害30代後半
※広汎性発達障害の診断が出ていた対象者も、本論では自閉症スペクト
ラム障害と表記。
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Figure 1　フェルトセンスの描写
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どをしっかりと捉えて描写するようになってい
った。それぞれの絵について「頭のあたりがも
やもやする。重たい感じ」「お腹の調子がなんだ
か悪くて、重いものがいる感じ」「いい天気の中
に自分がいる、そんな感じ。調子はいいかも」
と感想を述べた。
　C さんは、B さん同様に自身の身体感覚を描
写できる参加者であった。冷房や外気で手足が
冷えていること（1 枚目、3 枚目）や、自分の
体調の悪さや嫌なものを「バケツのようなとこ
ろに入れたい」こと（2 枚目）を話した。自身
の感じていることをそのまま表現できていると
いう意味でB さんと同様のプロセスが見られた。
　D さんは、空間に 1 人でいるような絵（1 枚
目）のように、通い始めの頃は孤独感のある絵
が多かった。しかし、徐々に自身の状態や心の
中で感じられていることを表現できるようにな
った。例えば、2 枚目のように悩みながらも前
に進もうと思うが何かが大きく遮っている感じ
があることや、3 枚目のように実家で飼い始め
た犬や自分の楽しみを求めている感じなどであ
った。しかし、最後まで自身の中での孤独感は
ぬぐい切れなかった様子で、最後には夜に 1 つ
だけあるメリーゴーランドを描き、自身の孤独
感を吐露していた。
　E さんは、通所当初は緊張度や不安が高かっ
た人である。しかし、絵では徐々にエネルギー
が出てくる様子が明らかになっていった。初め
て描いた絵（1 枚目）については、「自分の中は
真っ暗だが、何か輝く原石のようなものがある」
ということを話した。また、2 枚目の絵では天
秤を描き、「自分はてんびん座。なんか…それが
印象に残った」と話すが、支援者間ではその時
の E さんが自身のバランスを取ろうとする考え
方などに気づき始めていることが表出したので
はないかということを共有していた。また、3
枚目のろうそくの絵も「自分の中で火が、静か
に、でもしっかりと燃えている」と話し、エネ
ルギーの高まりや力強さが出てきていることが
見られた。
　F さんは、初回は「難しい」と話しながらも、
1 枚目の絵に見られるようにその場で感じられ
た「トゲトゲしたもの」や「もやもやしたもの」
などを描いた。その後、少しずつ絵を描いた時
点で自身の感情を認知できるようになった。2
枚目の絵に対しては「これは怒り」、3 枚目の金
魚鉢の絵も「自由な感じで少し楽しい」等と話
せるようになり、自分の気持ちをその場で他の
参加者と話し、共有していた。
　G さんは、初回（1 枚目）から自分の「悲し
さ」や「寂しさ」、「涙の集まり」等と感じられ
ていたものを表現し、話すことができていた。2
枚目はアジサイの絵を描いた。自身も最初は「パ
ッと出て…」と話していたが、自身でアジサイ
の花言葉を調べ、「移り気」の意味があることを
知った。ちょうど恋愛の問題で悩んでいたこと
を話していたため、「今の自分を表しているんだ
な…って感じた。」「こういう形でも出るんです
ね…」と自分の暗在的な体験を明在化させるこ
とに繋がっていた。3 枚目描画時には就職が内
定しており、「希望があるんです」と話し、真ん
中は「光だ」と話していた。
②　Conv-D（Figure 2）
　Conv-D とは「声を出さずに線や形などを一
筆程度で交互に描き合うペアワーク」（筒井，
2014）である。描画するものは描く時間がかか
るもの以外は何でもよく、テーマを決めずに互
いの感覚に従って描写を進める。会話は一切し
ないが、笑いが出る時は笑っても良い。
　A さんは、支援者とのペアでは A さんも支援
者も共に笑顔が多く、交流を楽しんでいた。ワ
ーク終了後には「楽しかった！」と感想を交わ
していた。しかし、E さんとのペアでは笑顔は
見られるものの、支援者との Conv-D のときの
ように楽しんでいるような様子は認められなか
った。E さんも笑顔は浮かべているものの、言
葉数は少なく、初めての A さんとのワークに不
安や緊張があったと考えられる。一方で、C さ
んと H さんは、日頃からもコミュニケーション
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が頻繁にとられていたためか、双方ともにかす
かに笑顔を浮かべながら落ち着いた様子でワー
クに取り組んでいた。ワーク後のシェアの時間
でも積極的に意見や感想を交わしている様子が
認められた。
　また、それぞれの作品にもコミュニケーショ
ンの特徴が反映されていることが窺えた。A さ
んと E さんの作品は、2 枚共にお互いが描きた
いと思ったものを独立した形で連ねるように描
いているところが認められる。例えば、2 枚目
の作品のテーマは夏バテを防止することであっ
た。シェアで互いのプロセスを振りかえった際、
夏バテ防止に効果的な食べ物を 1 つ 1 つ提示す
る展開となったが、片側がミキサーを描画する
ことで食べ物をまとめてジュースにしたらどう
かと提案し、もう一方が同意をする意味でジュ
ースを描いて終えたというプロセスであったこ
とが確認された。ミキサーとジュースの展開で
はコミュニケーションとして成立しているが、
それ以前の食べ物を提示し合う過程はお互いに
独立したアイテムを描写することでコミュニケ
ーションを図ろうとしていることが窺える。一
方で C さんと H さんの場合、1 枚目は冬の家の
絵、2 枚目では富士山の絵というように全体で
1 つのテーマが成り立つような絵が作り上げら
れており、上記の A さんと E さんのプロセス
とは対照的である。また、A さんと支援者の事
例では、テーマや作品性のようなものは明確で
はなく、やや抽象的な絵になっていることが見
受けられる。しかし、 A さんと支援者は交互に
独立したものやイメージを描くことがありなが
らも全体を使い、一緒に 1 つの絵を製作してい
るような形となった。
③　こころの天気（Figure 3）
　こころの天気は心の感じを天気として表現し
たワークである。こころの天気ではワークシー
トを用いることが多く、当社のプログラムにお
いても奥井（2013）を参考に作成した。
　I さんはこころの天気を振り返りながら、次
のように話した。「週末に親と自分の将来の話を
し、『今は焦らずに、そのうち、将来は開ける』
という話をした。“今は焦らずに”の部分が降る
雪を耐える感じ。『将来は開ける』のが雲の間か
らさす光になった。暗い夜は『向こう側』には
明るい月があるということが安心感になってお
Figure 2　カンバセーション・ドローイング
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り、『いずれは体調も良くなる』と思っている感
情とリンクしているようだ。」また、J さんは自
身のこころの天気について「いい方向に向かっ
ているような感じ。全体的にまだ気持ちが曇っ
ている感じ」と話した。
④　手のワーク（Figure 4）
　手のワーク（池見・ラパポート・三宅，2012）
とは自身の手の形を敷き写しし、その手に自身
の浮かんできたものを描くワークである。この
ワークでは、導入時に手によってできること（掴
む、握る、受け取る、手渡す、持つ等）を参加
者とともに考えてから行った。教示の際に、自
身が大切にしたいものや握っているもの、握っ
ていたいもの等を描くように促した。
　プログラムにおいて顕著に見られたのは、手
の先に自身が大切にしたいものや求めているも
のを描く傾向があるということである。A さん
は花などで表現した自分の好きなもの、C さん
は自分の手に血が巡り「和」を求めていること、
E さんは健康とペット（以前からペットを飼い
たいと話していた）、K さんは希望や自分（より
良い方向に向かっている）をそれぞれ描いた。
　一方で、自身の現状や感覚を描写する人もい
Figure 3　こころの天気
Figure 4　手のワーク
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た。F さんは自身の手をアジサイでいっぱいに
した。終わったところで「悲しい気持ちになっ
た」「なんだか…さみしい気持ちになる」と話し
ていた。その後の面談で、F さんは現状で家族
の問題があると話した。支援者からアジサイの
花言葉を調べてみたらどうかと提案したところ、
後日アジサイの花言葉に「一家団欒」「家族のむ
すびつき」といった意味があることを知り、「す
ごく気持ちがすっきりしました」「悲しい気持ち
がなくなった」と笑顔で話していた。F さんは、
自身の手の周りに暖色の輪を何重にも描いてい
た。「とても暖かい感じ」「気持ちが落ち着いて
いく」と話していた。
⑤　ECW（Figure 5）
　ECW とは「体験過程の流れを汲んだコラー
ジュワーク」（池見・ラパポート・三宅，2012，
p.110）であり、コラージュ療法とは背景や手
法が異なっている。コラージュ療法は製作する
過程のみが強調され、専門家によって解釈され
る。一方で ECW は、コラージュを作製する過
程（making the art）だけでなく製作者本人が
その意味を探求していく過程（processing the 
art）という二つの部分から構成されている。ま
た、コラージュ療法では台紙の色が白色に統一
されるなど制約があるが、ECW では台紙の色
を自由に選択できる。製作においては、〈今の感
じ〉に合わせて台紙の選択や切り取るものを選
定していく（矢野，2016）ことが重要となる。
当社のプログラムでは、ECW を 2 回に分けて
実施した。第 1 回では個々人がコラージュを製
作し、第2 回ではそのコラージュを振り返った。
第 2 回はグループを構成し、グループメンバー
からの問いかけ等を受けながら、自身のコラー
ジュについての理解を深めた。第 2 回の最後に
はジャーナリングを取り入れている。宮本
（2014）によると、ジャーナリングとは自らの
体験をプロセスする方法であり、対話をする対
象を選び、その対象との対話を書き表していく
ことである。
　A さんの ECW は、左が 1 回目のもの、右が
半年後に作成した 2 回目のものである。1 回目
は女性たちを多く貼り、そこに過去の自分を投
影していた。その後に行ったジャーナリングで
過去の自分が現在の自分に対し、怒りをぶつけ
ているやりとりがなされた。一方で、2 回目で
は自身がスターウォーズの C-3PO だと話した。
そして、「1 回目よりこっちのコラージュのほう
が好き！」と話していた。1 回目では現在の自
分を受け入れることがなかなかできずにいたこ
とを表現し、2 回目では現在の自分を自己受容
する方向に向かっていることを表現できている
ように感じられる。
　D さんは ECW の 1 回目と 2 回目とで「変化
がない」と話すが、支援者間では「芯ができた
感じ」、「大人になった感じ」がすると共有して
いた。これについては D さんにもフィードバッ
クしている。D さん本人からも振り返りの希望
があったため、話をした。D さんは、1 回目よ
りも 2 回目のほうが「選択」をするようになっ
たと語った。中央にいる女性の行動（目を閉ざ
している→本を選んでいる）に変化が認められ
る。自分の変化を明示できるほどに認知はなさ
れていなくても感じているようであった。
　E さんは他の心理プログラムを受けたことで
自己像が変化した。その変化は ECW にも現れ
ている。E さんは通所当時から不安や緊張が強
く、自分に自信がなかった。1 回目の作品は自
身の好きなものを中心に選んで貼り、ジャーナ
リングでは「自分はこの夜景の見えるビルにい
る」「1 人」「昔仕事をしていたときがそんな感
じだった」と話していた。しかし、2 回目まで
のワークの間に明るい面や人と関わりたい部分、
ユーモア等に気付き、前に出せるようになった。
コラージュでは、マニキュアや歌舞伎絵等、1
回目では選ばなかった色合いの強いものを使っ
ていた。更にマニキュアの塗られた爪を用いて、
全体に大きな時計を作成した。E さんも製作後
は満足したようで、支援者や他の利用者にも笑
顔を見せていた。
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Figure 5　体験過程流コラージュワーク
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　H さんはコラージュに抵抗感があった。最初
に作った作品は気に入って持ち帰った。しかし、
2 回目を実施するときには「頭がグルグルして
止まらない」「いっぱい出てくる」と話し、参加
しなかった。1 回目に自分の行きたい世界や憧
れをたくさん貼っていたと話し、それに圧倒さ
れたところがあったことが原因と推察される。3
回目の実施が左側のものであり、1 回目とは雰
囲気が大きく変わった。家族関係なども変わり、
今の自分を見つめられるようになっている姿と
考えられる。本人も「コラージュが苦手」「で
も、なんか…こんな感じなんだよな」と話して
いた。
Ⅴ．考察
　FOAT のプロセスではそれぞれ、自身の感覚
や感情の気づきの促進につながった。これより、
精神障害・精神疾患の方にも FOAT の適用は
有益であることが示唆された。ここで、FOAT
によって FOAT がどのように参加者にとって
有益であったのかを検討する。
1）感情鈍麻・感覚鈍麻への働きかけに有用
　FOAT のプログラムに参加している利用者の
多くに、感情鈍麻・感覚鈍麻の状態からの変化
が見られた。B さんはフェルトセンスの描写で、
当初は「どのようにやったらいいのかわからな
い」と話していたが、回数を重ねる中で自身の
身体感覚を描けるようになった。また、F さん
のフェルトセンスの描写の過程に見られたよう
に、自分の感情を言語化することが難しい人で
も FOAT を通して表現することで自身の感情
を自覚することにつながり、他者と感情の交流
を図れるようになった。G さんの手のワークで
も「気持ちが落ち着いていく」と実際に取り組
みながら自分の感情の変化が起こっていること
を感じ取ることができていた。利用者自身の感
情や状態を他者に伝えることができるようにな
ったことで、対人関係におけるコミュニケーシ
ョンの広がりに繋がった。
2） FOAT を通し、自身の生きざまの様々な変化
を感じることができる
　これまで当社に在籍した利用者の様々な変化
を、利用者・支援者ともにこの FOAT を通し
て感じとることができた。D さんのECW では、
最初は本人が変化を自覚していなかったが、作
品を比較して「選択をするようになった」と自
らの変化を感じることができた。D さんの変化
を支援者側も感じ取っており、本人と共有する
ことができた。
　また、E さんの例は、当事者の変化を他者に
も目で見える形で表現することができていた事
例ともいえる。当社では他の心理プログラムの
実践も行っていたため、利用者の変化が FOAT
のみによって促進されたと断定することができ
ない。しかし D さんや E さんの例のように、自
身の変化を感覚的に理解する上で FOAT を取
り入れることは大いに有効であると思われる。
3） 利用者自身が自分の状態や変化をとらえるこ
とができる
　利用者自身が振り返りやこれまでの作品など
をたどることで、変化を自覚することが多くあ
った。A さんは、卒業時に自身から振り返りを
希望した。そこで、自分の変化を追い、振り返
る中で自分の成長や自分の転機に気づくことが
できていた。E さんはフェルトセンスの描写で
見られたように、徐々に活力やエネルギーの出
てくる様子が伝わり、E さん自身も自分が元気
になっていっていることやエネルギーが出てき
ていることを自覚していた。I さんと J さんは
こころの天気で見られたように、一見ネガティ
ブなように見える・捉えられるものも、自身の
振り返りの中で明るいものがあることを知った。
また、C さんや D さんはフェルトセンスの描写
において、自身の体の状態や感情を言語で明示
できなくとも、色や重み等で表現することをた
びたびしていた。言葉だけに捉われずに、自身
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の状態を表現し、その変化を体感・自覚できる
ようになっていると考えられる。
4）表現を通して満たされる感覚・カタルシス
　FOAT のプログラムを通して、参加者から
「描いたことで楽になった」、「もやもやしている
ものを描いているうちになんだかすっきりして
いた」という話がよく出てきた。これは自身の
状態が明確化されたことや外在化されたことで
実感を得られたものと考えられる。また、問題
や状態の外在化がなされることでカタルシスが
発生したとも考えられる。これらのことが、利
用者の FOAT に参加するモチベーションに繋
がっている。A さんは別のプログラムの参加予
定があった日に、「自習扱いでもいいので、今日
は FOAT に参加したいです」と話し、自身の
気持ちの整理を行っていたこともあった。利用
者から FOAT について肯定的なフィードバッ
クが得られていることから、自分の状態を客観
視することや自分の感覚を外在化することの有
効性を利用者自身も体感していることが推察さ
れる。
5）コミュニケーションの幅を広げる可能性
　Conv-D のワークを通し、精神障害者のコミ
ュニケーションの偏りを見ることができる。 こ
れについて、A さんと支援者、A さんと E さ
ん、C さんと H さんの Conv-D の 3 つの事例か
ら検討する。
　A さんと E さんの Conv-D のように、双方の
描きたいものを独立した形で連ねるように描き
進めていく背景には、コミュニケーションにお
いて物事をはっきりさせて正確に伝えたいとい
う考えや、コミュニケーションをどのようにと
ったら良いのかという不安、あるいはコミュニ
ケーションをとりたくない等の感情があると考
えられる。これらの考えや感情が相互作用を何
らかの形で阻害している可能性がある。一見す
ればコミュニケーションは取られているが、独
立したアイテムの描写のやりとりに留まってお
り、相手の描画に対して何かを描くという相互
作用によって作り上げられたものになっていな
いことがうかがえる。このような事例は A さん
と E さんに限った事ではなく、多くの利用者間
の Conv-D で認められた。一方で、C さんと H
さんの Conv-D のように独立したものを描いて
いても最終的に全体を使った 1 つの絵ができあ
がっている例もある。これは、日頃から言語的
コミュニケーションが行われていることで関係
性に安心を感じているという反省以前的な理解
が、アートに反映されたものと考えることが出
来る。それぞれが独立したものを描きながらも、
双方の姿勢によって相互作用が発生し、最終的
に一つの絵を作り上げることに繋がったのであ
る。日頃からコミュニケーションをとっている
利用者間のConv-Dでは、同様に具体的なテーマ
を持った1 つの絵ができあがることが多かった。
　ここで、A さんと支援者の Conv-D を考えた
い。A さんと支援者の場合、抽象的な 1 つの絵
ができあがっており、A さんは「楽しかった！」
と感情を表明している。これらの点から、必ず
しも具体的なものが明示されていなくても、相
互作用的なコミュニケーションが成立すること
が窺える。Conv-D のような抽象的な表現を伴
うコミュニケーションや共に織りなす感覚を体
験することで、コミュニケーションが他者との
相互作用でなされることや、コミュニケーショ
ンには必ずしも答えがないことを知る機会を作
ることができる。
　以上のことから、自身のコミュニケーション
の姿勢を理解し、振り返り、抽象的な表現や感
覚の共有による体験を経ることで、コミュニケー
ションの幅を広げることができると考えられる。
Ⅵ．おわりに
　本研究を通し、精神障害者に対し、FOAT を
実践することの有用性を感じ取ることができた。
筆者（橋場）自身も支援者として、FOAT を通
して利用者の変化を実感し、その変化を利用者
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と共有することに喜びを感じることができた。
　ところで、一般的に精神障害者にアートを用
いることは危険視されている側面がある。
Rappaport（2009）は精神科デイケアにおける
FOAT の適用例を数例示しているものの、対象
者の属性や疾患について詳細な報告がなく、ど
のような配慮を要したか不明である。本論では
FOAT の有用性が証明されたが、FOAT の効
果を充分に発揮するためにも、精神障害者の特
性を踏まえた活用の在り方を今後は検討してい
くこと必要があるだろう。
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